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女性の健康生活について
一 運動の興味の有無との関係ー
On Womens' Heal th -I ts Relation to Their 
Interest in Physical Activities -
久保田佑子
Yuko Kubota 
I 目 的
現代の私達をとりまく生活条件は，健康生活の面からみるとかならずしも望ましい条件
を備えているとはいえない。むしろ，人口の都市集中化現象及び生活様式の機械化などに
より，日常生活から自然をうばい身体活動をうばっている。健康を保ち，体力を維持増進
するためには， 栄養や休養をとる乙 とはもちろんの ζ と， 運動をするこ とも必要なこ とで
ある。特lと活気に満ちた生活を送るためには積極的に運動する ζ とが大切である。
女性の日常生活では， 最近スポーツサークルなどにより運動する意欲があらわれてきて
いるが，生活の時間的，経済的ゆとりの欠如や指導者，施設等の不足のために必ずしも十
分に行なわれていない。これら女性の健康生活について，＠健康観，⑥健康についての関
心度，＠生活構造，＠スポーッについての関心度などについて調査研究をした。共同研究
でその実態報告は発表ずみであるので，ここではさらに運動の興味の有無，即ち運動iζ興
味がある人と運動に興味がない人，さらに興味度のちがいから上記の内容について， どの
ような差異があるかを調べ，これらを通し，女性が自己にあった健康生活をしていくため
の健康意識の持ち方，生活構造の工夫の仕万，女性に適した運動等，その参考資料を得た
いと考えた。
Il 調査対象及方法・内容・調査人数
1. 対象
札幌市在住の婦人を地区別（主として中心部，団地，効外） Iζ分け，幼稚園，保育所，
小学校，中学校，高等学校，各種学校などの児童生徒を通じ家庭で記入してもら った。
2.方法
質問紙使用
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表1 調 査人数
20 代 30 代 40 代 総 2ロ込
項 目 h 
N 9彰 N 9杉 N 9彰 N 9話
①みる好き・ する好き 43 51. 1 49 40. 8 23 25. 8 115 39. 2 土5.7 
＠運動IC＠みる好き・する嫌い 23 27. 3 26 21. 6 35 39. 3 84 28.日 ± 4. 2 
興味がめる ＠する好き・みる嫌い 10 11. 9 17 14. 1 9 10. 1 36 12. 2 + 4. 2 - 3 2 
①・②・③ の 合計 76 90. 4 92 76.日 67 75. 2 235 80. 2 士4.7 
B興l味運動に
がない ＠みる嫌い・ する嫌い 8 9. 5 28 23. 3 22 24. 7 58 19. 7 土4.7 
調 査 実 数 84 120 89 293 
（不記入） (9) (21) (28) ( 58) 
（注）百分率信頼幅（h ）萩野式
3. 調査月日
予備調査 昭和 45年 3月
本調 査 昭和 45年 5月
4.調査人数
配布約 700名，回収約 60 % 
本調査資料 293名 （1 0代， 5 0代 ）不記を除く。
5.内容
運動の興味の有無は， 運動に興味があるといって も運動に対しての「みる 」興味と 「す
る」興味がある。「あなたは運動が好きですか lという質問に対して， 「みるJζとも
「する」乙とも好きと答えている者を①の層とし， 「みる」ことは好きだが 「する」 乙とは
嫌いと答えている者を②の層とし，「みる 」ことは嫌いだが「する 」ことは好きと答えて
いる者を③の層，「みる」乙とも 「する」ことも嫌いと答えている者を④の層とした。①，
②，③の層を運動lζ興味がある層⑧，④の層を運動化興味がない層⑮として，運動の興味
の有無から，文①，②，③，④の層を興味度のちがいから分析してみた。
表 1によると調査人数は 293名，そのなかで運動に興味がある層④は235名，これを興
味度のちがL、でわけでみると，
① 「みる，する 」好きの層 11 5名
② 「みる 」好きへ「する 」嫌いの層 84名
③ 「みる」嫌い， 「する 」好きの層 36名
運動に興味がない層⑮
④ 「みる，する 」嫌いの層 58名
であっ た。
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E結果と考察
1. 健康観
(I) 健康状態の自覚
現在の健康状態をどのように感じているか，運動の興味の有無でみるとほとんど差がな
く，「ふつう Jと感じている色のが多く，全体的に健康である人｛よい，ふつう）が多か
った。興味度のちがいでみると，①と③の運動をすることが好きの層K，健康であると自
覚してL喝人が21.7弘 30.5勿と高い。健康に対する自覚が年代によってどのように変化する
かをみると，「あまり健康でないJと答えた人は 18才～24才までは， ほぽ 5予あぐらいで大
部分の人は「健康である」と考えているが， 25才～39才では， 10～15予ちぐらいになり，40才
以上になると 20必以上になる。60才以上になると半数近くの人があまり健震でないと意識
している。運動の興味の有無でみると，「健康でない」と答えている人は， 運動に興味の
ある層では，年代ごとにあまり大きな差はみられとrいが，運動に興味のない層では， 20代
の13予払 30代の11必と比べ， 4併tが23予杉と年代別の差があらわれた。
(2) 健康であると感じている現象
運動の興味の有無では，ほとんど差がなく「熟睡できるJ，「食欲があるJ， 「病気を
しとfL、」，「排便生理が順調」等の現象が過
半数をしめていた。健康のバロメーターとし
て以上の4つの現象は，運動の興味の有無に
関係なく上位をしめていた。
興味度のちがいでみると，「熟腫できる_I' 
「食欲があるJ，「病気をしない」， 「排便
生理が順調」は，興味度のちがいからみても
各層にそれぞれ現象として高い割合をしめし
ていたが， それ以外でみると「活気意欲があ
る」，「無理がきく」，「身体のど乙 も痛く
ないJ，「肩が乙らない」の現象では，①と
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表 2 健康 状態の自覚
よ b、ふ ’コ つ 悪 L、
項 自 調査人数
N 手彰 N 手彰 N 9彰
みる・する好き 1 1 5 2 5 21. 7 7 3 6 3.4 1 4 1 2.1 
運動tζ みる好き・する嫌い 84 1 3 1 5.4 6 1 7 2.6 8 9.5 
興味がゐる みる嫌い・する好き 36 1 1 3 o. 5 2 1 5 8. 3 4 1 l.1 
① ・② ・③の計 235 4 9 2 l.1 1 5. 5 6 6.8 26 11. 2 
運動に みる嫌い・する嫌い 5 8 1 2 20. 6 3 7 6 3. 7 9 1 5. 5 興味がない
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図2 健康であると感じている現象
陸圏:Dみる・する好き
~みる好き ・する嫌い
~みる嫌い・する好き
堅調④みる・する嫌い
I l病気を
熟睡できる｜食欲がある｜ しない
検定結果
。排便・生理が順調
①G胞の計と＠
x2・4.6
α＝ 0.05以下有意
0活気・意欲がある
①と②
x2=9. 2 
α＝ 0.0 Iで著しく有意
②と③
x2=11.sα＝0.01で著しく有意
③と＠
x2=3.85α＝ 0.01で著しく有意
。無理がきく
①と＠
x2= s.23α＝ 0.05有意
②と③
x2= 4.96α＝0.05有意
①のグラフが類以であっ た。することの好きの層①と③は， 「熟睡できるJ，「食欲があ
るJ，「病気をしない」，「排便生理が順調」等の生理的現象はもちろんのこととして，
精神的なもの， 「活気意欲がある」 ， 「無理がきく」， 「身体のど乙 も痛くない」 ， 「肩が
こらない」が健康である現象としてあげ られていた。
(3) 健康維持の工夫
健康維持の工夫の状態を，運動の興味の有無でみると（表 3) ＇運動に興味がある 層は，
「睡眠を充分とるようにしている」 67.8勿で第 1位にあげられ，つぎに 「栄養に気をつけて
表 3 健康維持の工夫
1 陸 眠 2. 運 動 3 栄 養 4. 食 事 5無理をしない
層
N 手杉 N 9彰 N 9ぢ N 9多 N % 
運動I:興味がゐる層 1 5 4 品7.8 9 7 4 2. 7 142 6 2.5 7 3 3 2.1 1 2 4 5 4.6 
運動に興味がない層 3 0 5 5. 5 18 33. 3 3 1 5 7. 4 1 4 2 5.9 40 7 4. 0 
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いる」，「無理をしないで身体を休めるようにしている」， 「運動するようにしている」
とつづいている。運動K興味がない層は， 「無理をしないで身体を休めるようlとしている」，
74勿で第1位にあげられ，つぎに「栄養に気をつける」，「睡眠をとるようにしている」，
「運動するようにしている」となっている。
運動に興味のある層は，健康維持のために運動することがもっと上位にくることを予想
していたが，予想に反して低い値を示したのは，②の層みる好き，する嫌いの 「運動するよ
うにしている」 23.Hちと他の 2つの層①と③より極端に低い値を示しているためであろう。
運動に興味がない層は健康維持のために 「無理をしないで体を休める」が第 1位にあげら
れているが，「運動するようにしている」というものが 33.3勿ともいるということは，良い
傾向にあると思える。興味度のちがし、でみると「運動するようlとしている」では，することの
好きの層① と③では， ② と④のすることの嫌いの層より高い割合で「運動する」という積
極的健康維持がとられている ζ とがわかった。これを年代別にみると， 「運動する」など，
図3 健康維持の工夫（興味度ごとの比較）
医麹みる，する好き ~みる嫌い，する好き
Eヨみる好き，する嫌い医~みる，する嫌い
74.0 
検定結果
2. 運動
①と② x~ =13-7 l a=o.01以下
②と⑤x:=20.4 「著しく有意
③と④ x"= .6 J 
④と① x2= 3.85 l a=o.05以下
①と③ x2= 3.9 J 有意
5. 無理をしない
①と② x2=6.42) 
②と③ x2~ 
③と④ x2=8.o9 t著しく有意
④と① x2= 9.54 J 
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積極的lζ生活の中に運動をとり入れている者は，年令の増加とともにきわめて少な くなる
一般的傾向があらわれてくると考えられたが，することの好きの層では， 3併tが60.8予彰， 40
代が59予ちとつづいている。乙れは， 30代の主婦は子供と一緒に身体を動かす機会が多いた
めでなし、かと思われる。③の層でも同じ傾向にある。「無理をしないで体を休める 」は，
することの嫌いの層②と④は，することの好きの層①と③より高い割合で，ほとんどの者
が健康維持のために「無理をしないようにしている」という消極的健康維持にとどま！って
いる。「栄養に気をつける」では，興味度ととのちがし、はないが，年代別にみると 40代に
いくにしたがって高い割合を示している。これは，一般に健康や体力を増進したいという
欲求は強いけれども，それを実践している人が少なく，実践している人も運動を生活の中
にとり入れている人は非常に少ない。健康や体力を維持するためには， 栄養や睡眠 も大切
であるが，運動をしないとかえってふとり過ぎになり成人病の原因をつくるこ とにも なり
かねないので．運動の興味の有無に関係なく 運動の必要性を認識し，実践していく乙とが
望まれる。
2. 生活構造から
家庭婦人の 1日の過とし方を実践記録として平日（水，土曜日），休日（日曜日）の実
態を家事労働，生理時間，職業時間，余暇時間，睡眠時間などからみたが，ここでは余暇
時間の使い万とスポーッ及び身体活動時間との関係からみた。
余暇時間は，運動lζ興味がある層がない層より少なし、。乙のことは，運動lζ興味がある
層は，余暇時間以外の時間，たとえば，職業時間，家事労働時間，生理的時聞にとらわれ
ているためではないかと思われる。 「新聞，ラジオ， テレビJK費やす時間は，運動lζ興
味がない層がある層に比べ平均値で平日30分～1時間程度多く， 休日では差がみられない。
「趣味と休けい」の時聞は，運動lと興味がない層がある層にくらべ 平日，休日とも lζ20分
～30分程度多かった。「スポーツ及び身体活動時間」は，運動に興味がある層は，平均値
1時間49分で休日に多かった。
興味度のちがいでみる と， 「新聞， ラジオ，テレビ」 に費やす時間では，④のみる，す
る嫌いの層に多いのがめだち， 「趣味と休けい」では， ②と④のすることの嫌いの層に多
いのがめだっ。「スポーツ及び身体活動を行っている もの」は，平日で②と④に，休日で
①と③lζ多かった。現在では，テレビ，新聞，ラジオ，スポーツをみる等の消極的活動が
主となっているが将来の方向としては，旅行， ハイキング，身体活動，スポーツを自分で
するといったような積極的活動にもっていく必要がある。さらに余暇時間とスポーツ及び
身体活動の時聞を 1週間の実践記録からみると （図 5）， 興味度のちがいでは， ① と③の
することの好きの層では，わずかではあるが余暇時間の中で身体活動に費やしている時聞
がする乙との嫌いの層よ りも多くなっている。特に①のみる嫌いする好きの層は，余暇時
聞が少ない中で身体活動及びスポーツlと費やす時聞が多いのがめだっている。 1週間のう
ちで後半の金，土，日に身体活動及びスポーツに費やす時聞が多かった。又，身体活動を
4時間
30 
30 
図 4 生活構造から
( 1）余暇時間（平均値）
新聞・ラジオ A 
テレピ B 
A 
趣 味
B 
A 
休けい
B 
身体及び A 
スポーツ B 
水 土 日
2時間 22介 3時間 5分 3時間 44分
3時間 13分 3時間 46分 3時間 47分
1時間 55分 1時間 53分 1時間 50分
2時間 27分 2時間 13分 2時間 20分
1時間 48分 1時間 59分 2時間 21分
2時間 18分 2時間 19分 2時間 43分
5 5分 1時間 9分 1時間 49分
1時間 15分 1時間 45分 1時間 40分
←一一一一一ω みる，する好き一一一一一－司R みる好き，する嫌い
，ー 一ー一－.. Q,1 みる嫌い，する好き一－A'一－ Ci) みる，する，嫌し、｝ B運動に興味がない。
』一一一-0a:渇迩）の計｝ A，運動K興味がある
高／〈！水｜土｜日！水｜土 i日 水｜土！日
休けい
水｜土｜日
スポーッ及び劉 l新聞，テレビ，ラジオ｜趣 味
身体活動
時3
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図 5 生活構造から
(2) 1週間の実践記録から
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している人の 1日の中での身体活動時間と内容をみると（表 4），各層に共通していえる
ことは，身体活動lζ費やす時聞が， 15分～30分帯に一番多く， 60分がそれにつづいている。
その内容はすることの嫌いの層②と④で，散歩，体操，パトミントン，庭手入れと内容に
変化がなく，軽度のものが多く，することの好きの層①と③では，内容がバラエティ lζ富
んでいたのが興味深い。年代別にみると， 30代ではどの層においても 1日の身体活動時聞
が多く，内容も豊富であるが， 20代においては運動に興味のある層は，身体活動時闘が長
い時間ではないがもうけられている。運動lζ興味のない層では，身体活動時聞がない。 40
代では， どの層においても 1時間以内の身体活動時聞がもうけられ内容はスポーツよりもむ
しろ美容体操，散歩，園芸，花，庭いじりが多かった。 1日の中での身体活動が行なわれ
る時間帯は，正午～ 3時までの聞に行われていることが多く，運動の興味度では違いはみ
られなかった。
3. スポーツについての関心度
(1) 興味の有無と運動の経験度
女性の現在及び将来の生活をしていく上に大切な要因である運動経験度をみると，表5
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表4 1日の中の身体活動の時間と内容
で海運 2 0代 3 0代 4 0代内 H廿T’ 計 内 d廿’ 計 内 何廿旬 計
15～30 散歩 6 
美容体換パトミントン，散歩，な
39 
花いじり，散歩，なわとCf,
23 
わとび，パレー ボー ル，ラジオ体操 美容体操
① 1 : 00 散歩，ボーリング，卓球 12 
散歩，畑手入れづパレー ボー Jレ， F美容体操，パトミント ン，
6 
自転車乗り，コ3レフ，！,tbc.(f,閣粂
41 
テニス〆てレー ボー ノレ，ダンス バレーボール
み 1 : 30 
卓球，ボーリング，
11 
体操，散歩，畑手入れ，
7 
サイク リング，花いじり，
7 
る
パレーポー Jレ，ダンス ボーJレ投げ パレーボール
． 2: 00 散歩， パレーボール， 8 山菜取り，庭手入れ，散歩， バスケッ トボール14 1 
す
テニス パレーボー；v，卓球
③ 
る
2 : 30 パレ『ボーノレ，卓球，散歩，美容体操 8 
3: 00 卓球 1 卓球 1 
運 好 3: 30 歩く運動 1 
動 き 4 : 00 畑手入れ， 登山 4 
4: 30 ハイキ ング 1 
』乙
5 : 00 ハイキング 1 
興 6 : 30 登 山 1 
味 ＠ 15～30 散歩 7 テレビ体換 美容体構 7 
ラジオ体操
カi
散歩，ボール遊び， 散歩， テレビ体操，遊技，
み 1 : 00 19 歩く運動，散歩 18 あ なわとび 庭手入れ3 美容体操る
体換往わとび，山菜とり，散歩る 好 l : 30 散歩 3 8 庭の手入れ， 歩く運動 3 
き
庭手入れ3 パトミン トン
2 : 00 散歩 1 散歩，庭手入れ 5 パレーボール 1 
す
2: 30 牛手L配達 1 歩く運動 1 
る
3: 00 パレー ボ－J句 庭の手入れ 2 
嫌
4 : 00 ハイキング 1 
4: 30 遠足 1 し、
遠足5: 30 1 
30 散歩，美容体操 3 パトミYトン，散歩，体操，なわとび 29 体操 7 
③ 1 : 00 ボーリング，散歩 4 パトミ y トy，畑手入れ，美容体操 6 バレーボール，美容体操 3 
み 1 : 30 散歩 2 体操，園芸 3 
る 2: 00 バトミ y トy，ダyス，散歩，園芸 7 卓球，ハトミyトy，散歩，なわとび 8 散歩，パレ ポーー ノレ，園芸，山歩き 3 嫌
し、 2 : 30 ノてト ミン トJ 1 、
す 3: 00 散歩 1 
る 4 : 00 山菜とり 1 ハイキング 1 
好 5 : 00 遠足 1 遠足 1 き
6: 30 レクリェー ション， バレー ボー ル 2 
15～30 
園芸，散歩， とよわとび， 体操，散歩，なわとび
バレーボーノレ，歩く運動
18 7 
⑪ ④ 歩く運動
み 1 : 00 
園芸，美容体操， 散歩
17 園芸，散歩，体操 4 運 る パト ミン トン
動 嫌
Ii: し、 1 : 30 散歩，遠足 2 
興
、
味 す 2 : 00 散歩，園芸 6 る
七三 嫌 3 : 00 散歩，園芸 2 山菜とり，歩く運動 2 
!,t し、 4: 30 遠足 1 
し、
5 : 30 遠足 1 
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表 5 運動 経 験度
2 0代 3 0代 4 0代 総合
過去の経験年数 h 
N % N % N % N % 
① 1 年以内 3 9.3 1 5.2 
。 。 4 6.2 十 9.64.0 
みす 3 年 以内 1 9 5 9.3 7 3 6.8 6 4 6.1 3 2 5 0.0 十 13.2 
③ るる 5 年 以内 1 3.1 6 3 1.5 2 1 5.3 9 I 4.0 + 1 1.6 - 7.9 
運 好好 6 年 以上 9 2 8.1 5 2 6.3 5 3 8.4 1 9 2 9.6 + 1 3.2 -1 1.3 
動
きき （計） 32 1 9 1 3 64 5 6.0 
1 年以 内 。 。 1 2 5.0 。 。 1 6.6 十 24.7 lζ ② - 49 
みす 3 年 以内 3 5 0.0 2 5 0.0 4 8 0.0 9 6 0. 2 7.5 興 + 2 3.4 
るる 5 年以内 1 1 6.6 1 2 5.0 1 2 0.0 3 2 0.0 + 2 80 
味 1 5.4 
好嫌 6 年以上 2 3 3.3 。 。 。 。 2 1 3.3 十 27. 4 
七三 -1 2.6 きし、
（計） 6 4 5 1 5 1 7.2 
あ
年 以内 + 2 6.5 ③ 1 1 1 2.5 1 1 6.6 。 。 2 1 1.7 - 91 
る
すみ 3 年以内 4 5 0.0 3 5 0.0 2 6 6.6 9 5 2.9 十 25.8 
るる 5 年以内 3 3 7.5 。 。 1 3 3.3 4 2 3.5 + 2 8.0 -1 5.4 
好嫌 6 年 以上 。 。 2 3 3.3 。 。 2 1 I. 7 十 26.5 - 91 
きし、
（計） 8 6 3 1 7 4 6.0 
1 年以内 4 8.6 3 1 0.3 。 。 7 7.2 + 6.2 ① - 34 
＠ 3 年以内 26 5 6.5 1 2 4 I. 3 1 2 5 7.1 5 0 5 2.0 十 9.9
③ 5 年 以内 5 1 0.8 7 2 4.1 4 1 9.0 1 6 1 6.6 十 8.3- 63 
の 6 年以上 1 1 2 3.9 7 2 4.1 5 2 3.8 2 3 2 3.9 + 8.9 7.4 
計 （計 ） 46 2 9 2 1 9 6 4 1.0 
1 年以内 。 。 1 3 3.3 。 。 1 1 0.0 + 3 4.5 
⑪ 運
④ - 9 7 
みす 3 年 以内 3 1 0 0.0 2 6 6.6 2 5 0.0 7 7 0.0 
- 3 5 3 
動 + 2 3.4 
R. 
輿 るる 5 年以内 。 。 。 。 。 。 。 。
味
嫌嫌 + 3 5.6 カ1 6 年以上 。 。 。 。 2 5 0.0 2 2 0.0 
な - 1 7.5 
し、 し、し、 （計） 、 3 3 4 1 0 1 7.0 
のとおり である。運動の興味の有無では， 運動経験があると答えている ものは， 運動に興
味がある層では， 41予彰で運動Iと興味がない層のlHぢよりも運動経験を もったものが多かっ
た。これを興味度のちがいでみると，①の層56予ち，②の層17%，③の層46%，④の層lHぢ
となっていて，することの好きの層，①の層 と③の層では， 運動経験を もったも のが過半
数近くいた。興味彦のちがいの各層から， 3年以内の運動経験が圧倒的に多く，その経験
種目は，球技，ダンス，陸上であった。
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(2) スポーツ実技lと 図 6 スポーツ実技についての得意 不得意
ついての得意，
E8不得意Eコわからない~ふつう匿璽 得意
80 70 60 50 40 30 20 10 。不得意
運動の興味とスポー
① 
ツ実技が「得意」，
「ふつう」， 「不得意」 ② 
とL、う， 自己技術の自
覚との関係についてみ
③ 
ると，興味度のちがい ④ 彫~手；｛汲後後；；；；：；；；imi仁王；／1/1\ltH) 16.0 
では①と③のすること ① みる，する好き ②みる好き，する嫌い
③ みる嫌い，する好き ④ みる，する嫌い
①と②は X2= 21.2 d = 0.01著しく有意検定結果「得意j
の好きの層では，
②と③は X2= 7. 6 a= 0.01著しく有意
③と④は X2= 7.8 a= 0.01著しく有意
と答えているものが多
く，①の層では30予ぢが
得意である。又①と③
の層では， 「ふつう」と答えているものが過半数近くいる。②と④のすることの嫌いの層
では， 「不得意」と答えているものが多く，④の層のみる乙ともすることも嫌いでは， 50
%である。 これは， スポーツの得意・不得意は運動の興味度と相関関係lとあることを示し
ているものである。本人の技術的自信は，運動lζ興味を示し，運動をする欲求をかりたて
る大きな要因となる。
(3) 現在運動している人の実施度
現在運動しているものは， 運動の興味の有無でみると， 運動re:興味のある層⑧は， 62%
でろ合は運動を行なっており， 運動lと興味がない層⑮は， 36空ちで%が運動を行なっている。
興味度のちがいでみると， 「みる・する好き」①の層73%, 「みる嫌い， する好き」③の
層回%と， する乙との好きの層は， 実施度が高く， 「みる好き， する嫌い」②の層4Hι
「みる嫌い， する嫌い」④の層36勿と，することの嫌いの層は，好きの層lと比べ実施度が
｛，［かった。これは運動をすることの好きな人は，現在運動を実施している人が多いという
平凡なことが証明された。文週単位， 月単位， 年単位， シーズン単位別に運動実施度をみ
ると， いずれも運動に興味がある層がえよい層に比べ実施度が高い。特le週単位，年単位で
実施していることが多く，6 その種目は，週単位では散歩， ラジオ体操，美容体操が多く，
年単位では，ボーリング， 水泳， スケートが多かった。
(4) 運動効果についての意識の変化
現在運動を実施しているものの実際運動した後の意識の変化を，③体重，⑥体調，①軟
度，⑨睡眠，②食事，⑦日常動作，⑥疲労，⑥性格，①社交性，①家庭内の雰囲気，⑧身
だしなみ，①家計などの項目について調べた結果，全体として揮動l乙興味がある層にやや
高く効果があらわれた。特に「体調」では，体調が良いと答えているものは， 運動に興味
100 
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表6 現在運動している人の実施度
週 ～ 月 ～ 年 ～ シーズン ～ 
種目 20代 30代140代総合種目 20代 30代40代総合種目 20代 30代 40代総合種 目20代 30代40代総合
散歩 13 23 16 52 散歩 9 9 1 19 散歩 7 2 1 10 スキー 23 24 11 58 
フジオ 9 21 8 38 社父 10 1 2 13 社ダン父ス 3 。。3水 泳 。。1 体操 ダンス 1 
運体美 操容 17 6 34 ボー リ 7 3 。10 ボ リ 27 11 4 42 ス ケ 。。1 11 ング ング 一卜 1 
動学ン交 5 2 1 
8ヌケ
一 ト 1 
。。l卓 球 1 1 。2 
』ζ ボー リ 1 。。 パドミ 1 1 。2パレ← 3 。。3 ン グ lン トン ボール
輿 バレー 1 5 3 9パレ 5 5 2 12 スケ 18 9 2 29 ボール ボー ノレ ト
味卓球 3 1 。4卓 球 1 1 。2水泳 18 8 6 32 
がなわ
とび 2 1 
。3テニス 。1 。1登山 1 。1 2 
あ ス ケ 1 1 。2パス 1 ト ケッ ト 。。1ラジオ体操 。1 。1 
る野球 1 。。1水泳 2 。1 クレー3射撃 。1 。1 
層 ノてドミ 。1 。1 ントン
防；年N代／別% I~ 'Jt ｜ア 防；Af.3 λ：J ｜グ M< 滋？（Wz ;Y I広it At iぅ〆
周割期合別 65.1 26.8 53.1 25.5 
運 散 歩 1 1 5 7散歩
。3 。3散 歩 1 。。1スキー 。1 2 3 
動 体美 操容 2 3 。5 社ダン交ス 。1 。l水泳 。4 1 5 IC: 
輿 フジオ 。3 2 5 水 fj) 。1 。1 スケ 1 。。1 
味体操 ート
治1バレー 。1 。1 ボーリ 。1 3 4 ボール ング
な
年N／代別% I~ t-:. Ks l;V IY 断。IY γ IK: lt:'4 協：；・1；〆 IY 区；ほ~i〆L、
層
周割期合別 31. 0 8.6 18.9 5.1 
がある層40%，ない層19手ちと差がみられた。「身体の軟度」一柔らかくなった，39.7予ち，
「睡眠J－よく眠れる， 67.8予払 「食劃一食欲がある，58.9予払 「日常動作」 一機敏となっ
た， 23.2%，「性格」一明るくなった，42.H払 「社交性」 社交的になった， 25.3予ぢ，以上の
項目では，いずれも運動に興味のある層がない層よ りも，大きな効果を示している。興味
度のちがいでみる と， ① と③のす，る ことの好きの層lと，高い効果がみられ運動をすること
への輿味l;:t.，，運動効果の面へも大き く影響してくると いうこと である。
(5) 現在運動していない理由
現在運動をしていない人の理由を社会的理由，家庭的理由，本人の性格及び身体的理由
として調べてみた。運動の興味の有無でみると，社会的理由の施設場所がなくて運動がで
きない理由は，運動lと興味がある層lζ多く， 仲間がし、なくて運動していない理由は，運動
に輿味がない層に多い。文運動に興味のない層は，家庭的理由で， 家事労働が忙し くてつ
かれてできない人は18.9%で少なし それより も， 運動がきらい2Hち，運動するとつかれる
園園 A運動1:興味がm且ある
B運動I(興味ない
7 
図 7 運動効果につ い ての意識の変化
身体の軟度
社 交 性 家庭内の雰囲気
I . I I 1 I 
0) 
<.D 
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図 8 現在運動をしていない理由
40 翻 運動明のある層 ~運動ζ興味のない層
30 
% 
24.3%等の本人の理由によって運動していない人が多L、。興味度のちがいからみると‘社会
的理由の施設場所がない，仲間がいない理由は，①と③のすることが好きの層の運動して
いない理由となっている。家庭的理由・家事労働でっかれる，運動するとつかれる，運動
がきらい等の本人の理由は，②と④のする，との嫌いの層の運動していない理由となって
いる。運動の興味の有無で共通していることは社会的理由が比較的高い割合を示している。
特に運動する乙とへの興味がない層には，社会的理由，施設場所がない等の社会的環境づ
くりが考えられる必要がある。
(6) 自分に適した運動lと対する考え方と事例
自分K適した運動lと対する考え方とその運動事例をみて各層の特徴をあげてみると，①
の「みる，する好き」の層では，年令，体力，能力に適し，運動量が適切であるという理
由から球技，ダンス．体操，ボーリング，ゴルフをあげ，②の「みる好き，する嫌い」の
層では，やせたいという理由から体操，パトミントン，なわとびをあげ，①の「ムる嫌い，
する好き」の層では，好き，得意，健康維持という理由からスキー，体操，球技をあげ， ④ 
の「みる嫌い，する嫌いJの層では，やせたいという理由から水泳，美容体操をあげてい
た。することの好きの層では，年令， F 体力，能力に適している，好き，健康維持の理由か
らその種目内容も活発なものが多しすることの嫌いの層では，やせたい，体力増進，健
康維持の理由から種目内容も目的にあった，体操，美容体操が多かった。
N 
?
と め
全体をとおして大きく変化がみられたのは，運動K興味のある中でも「する」乙との興
味と「みる」ことの興味の層の差が大きく分化されていた。ということは，どの項目から
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表7 自分に適した運動I'.:対する考え方と事例
①みるする好き ②みる好きする嫌い ③みる嫌いする好き ④みるする嫌い
理 自
N 種目 内 容 N 種目 内 容 N 種 目内容 N 種 目内 容
1. 年令，体力，能力 ノてレー ボー ル， ハイキング， ノてトミ パトミントン ノてトミ ントン，
に適してる運動量が ノtスケ、yト， ダンス， ントニ4なわとび，
.2 
ラジオ体操，な
適切 14 卓球， ホ工リーンク： 4 美容体操 4 わとぎ
コル：ぅ体操
2 手軽に，気軽に 美容体操，卓球， 卓球，パトミントみ パトミ ントン ノて トミント ン，
簡単に時閣をかけず ノてトミント／， スケ スケート 卓球，バ レーボ
にできる。 7 －！－， ラジオ体操， 2 1 4 』 － Jレ
水泳散歩
3 好きfごから ノfv－ボ」Jレ，ス スキー，テニス スキ」，体操，
得意だから キーコ ノfスケッ入 バレーボール
4 ドッチボー ル， パト 2 3 
。
ミントン
4. やせたい， 水泳，ハイキンク； 体現パトミント 走る，スキー， 水泳， 美容体操，
体重減少
10 
美容体操，ゴルフ，
9 
ン，美容体換
2 
美容体操，散歩
6 なわとび，パドミン なわとび
トン， ボー リング
5. 無理主i:＜楽しんで バトミント与卓球， 柔軟体操
誰れとでもできる 5 バレ ボーー ル， ボー 2 。 。
リング
6. 家族とできる ォιリング，パトミ 散歩，ハイキンク； スキ ，ー ボ リー ヰ←リング，スキー
子供とできる
4 
ントン，卓球，テニ
4 
ボー リLグ，スキー，
2 
ング，体操 水泳，テニス
ス，スキ，ー 柔軟 ホ、ーゾレ遊び，バト 3 
体操 ミントン
7. 健康維持（食欲， バスケットボー ル， ラジオ体操，山登 体操， 美容体操 歩く，美容体操
疲労， 肩乙h 血液 スキー，水泳，散 り，美容体操， テニス
循環） 9 歩，ラジオ体操， 7 水泳， スケート， 3 3 
体力増進， 若さ保持 サイクリンク；美容 ボー リン7；スキτ
体操 軽い運動
8 柔軟な体の保持 美容体操，水泳， 卓球， テニス，
機敏f,t動き 6 ノてレー ボー ル，卓球 2 体操
全身運動で スキー
9 精神統一，気沿転換 3 登山， マラソ ン 1 釜山 1 散歩
10. 過去に経験がゐる バレー オレル，卓球， 体塊ラジオ体換
3 パ トミン トン 3 パトミントL仏テニス
11. 経費がかからと£い
1 
バレーボー JV,パト
ミント；うなわとび
12. ひとりでできる スキー，スケー ト， 芯わとび スキ」
2 
水泳散歩
2 1 
13.多数でできる 1 バレーボ」ル
14. 不得手だから 1 スキー
15.暇がゐる 1 歩く，バレ ボー ル
16.理由なし なわとび，バレ」 バレ ボーー ノレ， パトミン トン， パ トミン トン
1 ボ｝ル，マラソン， 1 卓球 2 卓球 1 
社交ダンス
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も②のみる好き，する嫌いの層と④のみる嫌い‘ する嫌いの層， いわゆる「する」 ζ とが嫌
いの層が類似の結果をしめしていたことである。 このことは， 今後運動lと対する興味も
「することの興味」と「みることの興味」は大きく分化きれ，「 みる乙との興味」 は，
Mass moo.iaとしてテレビ・ラジオ・新聞などの影響であるから，スポーツ及び身体活動の
本質を考え，運動に対する興味も「みる」という消極的な興味のも ち方から 「する jとい
う積極的興味のもち方へと変えていくことが必要である。
全体として先ず健康に対する本人の自覚では，運動の興味の有無によ る差異はあまり認
められなかったが， 健康であると感じている現象では， するこ とに興味のあるものは，生
理的現象の上lζ，さらに，活気・ 意欲がある等の精神的現象があげられていた。 すること
に興味のないものは，生理的現象のみにとどま っていた。健康維持の工夫では司すること
に興味のあるものは， 健康維持するために、 「運動をするように している 」という積極的
姿勢がみられるが弔 する ことに興味のない ものは、 「無理をしないで体を休め るようにし
ている」ものが多く消極的であった。つぎに生活構造の中では， する ことに興味のあるも
のは，余暇時間の中で身体活動lζ費やす時聞がやや多い。
つぎにスポーツについての関心度では．運動に興味のあるもの，特にすることに興味の
あるものは，過去に運動経験のある ものが多くスポーツの実技についても得意としている
ものが多い。それに現在にいたって も運動を実施しているのが多くみられ， 健康である と
自覚している。以上のことは，運動すること， 即ち実際iζ体を動かすことに興味をもっと
いうことは， 健康を維持増進するために必要なこ とであり，女性の健康生活を築き あげる
際lζ重要な要因と なる。 体を動かす機会を大いにっくり， 運動する乙とに興味をもつよ う
に適切な指導を行ない，女性にふさわしい運動．興味の湧くような運動を今後考えていき
たいも のである。
最後に本研究に対し，適切な御指示を賜った札幌大学の太田恭子助教授に深く感謝いた
します。
(1971・6・1)
